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論文審査の要旨（400字以内） 

 

本論文は、前立腺癌における寡分割外照射併用の高線量率組織内照射後の

QOLの変化と、線量体積ヒストグラムパラメータとの関係を検討し、特に短

期で生じる尿道への影響に着目した点が独創的である。QOLの評価方法とし

ては、EPICが用いられており、患者本人の自覚評価である。今回の検討で、

尿道に対する治療の影響は照射後 1ヶ月で生じ、3ヶ月後ではほぼ改善するこ

とが判明し、ごく短期の障害であった。さらに線量体積ヒストグラムパラメー

タとの関係では、前立腺 V150 と尿道 D10 が、QOL との有意な相関が見ら

れたことも解明している。今回得られた以上の結果から、前立腺癌の放射線治

療における、短期に生じる尿道障害は、病悩期間が短く、発生に影響を与える

線量体積ヒストグラムパラメータが明らかにされた。今後は、性機能障害など

他の QOLの検討も期待される。 

 

 本要旨は当該論文が第二次審査に合格した後の 1 週間以内に学務部医学部

大学院課へご提出下さい。（本学学会雑誌に公表）[学校教育法学位規則第 8条] 
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